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ありがとうございました 
 

 

             千葉  長野 初美 

 
このお正月、長男が大阪から千葉に来て、小

池辰雄記念図書室を見たいというので、案内し

た。しげしげと書物を見ていた彼曰く、この人

はどうしてこんなに立派な図書室に蔵書を納め

られて記念されるのか、と。ノンクリスチャン、

2児の父、31歳の彼には不思議と映るらしい。 

 

 自宅でキリストの福音を宣べ伝えて 56年、独立

伝道者、小池辰雄の残したものはキリスト道とい

う目に見えない遺産であったがゆえに、永遠性を

帯びることになった。その書物はばらばらにほど

けそうなほどに朽ちていても、不思議な重厚感と

落ち着いた空気を醸し出し、来られる人に「何か、

癒されますね。いい職場でお仕事されていますね」

と言われて、改めてこの身の幸いを神に感謝する。 

 

 何に人生をかけるのか。対象によっては色褪せ

て朽ちてしまうものもある。この人生かけて悔い

なきものを見つけた人は幸いな人、キリスト道に

人生をかけた小池辰雄は幸いな人である。その仕

事は、永遠の命につながる“魂の救い”という仕

事であったので、時代が変わっても人が変わって

も変わらない空気を湛えつづける図書室を生みだ

し、今も真理を指し示し続けている。 

 

小池辰雄の信仰を受け継ぐ群れの一人として、

キリストの“聖火ランナー”の灯を掲げ続けるこ

の図書室の責任あるお仕事をさせていただき、足

らざる者をも用いてくださる神キリストに深くひ

れ伏す他はない。立ち上げから 3 年近く図書室に

かかわらせていただき、幾多の大切な出会いによ

って、平凡な人生がどれほど豊かに彩られたか、

はかり知れない。 

本物はいつの時代も人の心をとらえてやまない。 

世間一般の自己中心的な日常生活を神中心に変え

ていただき、自我の殻を突き破って“無者キリス

ト”に打ち重なりたい・・・と、30 年間思い抱か

せてくださったこの群れの魅力を、私も、生涯か

けて伝え続けたい。今は、世の仕事にかまけて、

これしかないと思い込まされているであろう息子

たちにもしっかり伝えられる者でありたい。 

 仕事を終えるにあたり、母親の仕事場をこの目

で見たいと訪ねてくれたことへの嬉しさと共に、

その思いを強くさせられたお正月であった。 

 

図書室での働きを支えてくださり、温かく見守

ってくださった小池信雄・牧子ご夫妻はじめ、召

団の皆様、信仰の友、訪ねてくださったすべての

方々に心からの感謝を申し上げます。 

 

 

小池辰雄を読む会 情報 
 

小池辰雄を読む会 IN都賀 
 

第 25回 2013年 2月 16日（土）10：00～11：30 

ところ 千葉市若葉区都賀 3-24-8 都賀プラザ５F 

会 費 1000円   初心者歓迎・予習不要 

連絡先 043-235-3815（佐藤ひとみ） 

 

小池辰雄を読む会 IN札幌 
 

第 10回 2013年 2月 7日（木）19：00～20：30 

ところ 札幌市南区川沿 10条 3-10-5札幌祈りの家 

会 費 無料（但し自由献金）初心者歓迎・予習不要 

連絡先 011-571-2348（三ツ木芳夫） 

 

小池辰雄を読む会 IN神戸 
 

第 5回 2013年 2月 17日（日）14：00～15：30 

≪神戸では隔月に読む会を行います≫ 

ところ 神戸市中央区磯上通り 4-1-12神戸バイブルハウス 

会 費 500円（自由献金あり）初心者歓迎・予習不要 

連絡先 090-9256-4841（田中 愛子） 

 

※2月、余市での小池辰雄を読む会はお休みします。 

※帯広、北見での小池辰雄を読む会は、雪のため 

4月までお休みします。 



小池辰雄伝 その９ 

小池 牧子 
（ 小池信雄と交互に執筆します ） 

 

● 漫画は読まずに描け？ 
 

私は 1961(昭和 36)年に父（辰雄）と初めて顔

を合わせたのだから、それ以前の父のことは知ら

ない。今でも家族が集まる時には皆から、若い頃

の父が大変に厳しかった話を聞くことがあるが、

明治生まれの一家の長であれば当たり前のこと

であろう。父は長女にはことのほか厳しく、二女

には相当に甘かったらしい。 

 

初めて訪れた「武蔵野福音集会」は吉祥寺の自

宅６畳と８畳の和室二間と広縁のみで、襖と障子

を取っ払ったごく質素なものだった。床の間を背

にして立つ父の前に小さな講壇が置かれ、畳に座

布団が隙間なく並べられ、30 人くらいが正座し

ていた。ここで毎週日曜午前に開かれる集会の最

後列に、不純な動機で正座した私は、父の聖書講

義に初めて触れた。 

まだ 19 歳（大学 1年）の私は、辰雄がヘブラ

イ語やギリシャ語、ドイツ語を混ぜた日本語で話

すスピードについていけず、まずそれに躓いた。

中・高ミッションスクールでおっとり育った人間

には全く違う世界に思えただけで、あの頃の父が

「福音は根、倫理は幹、文化文明は枝葉花果とい

う１本の果樹の構造をなしている」などと語って

いたのだと知ったのは、それから何十年もたって

からである。残念なことだが、当時はほとんど何

にも受け取っていない。 

 

後年、「今の大学生は全く困ったものだ。漫画

ばかり読んで。文学なら一流のものを読まなきゃ

だめ」とか、「僕たちの学生の頃はお母さんの言

われることには全部ハイと言って従ったものだ

けどね。言いわけをするとか、反抗的な態度をと

るなんて考えられなかったなあ。世界の偉人のお

母さんというのは皆、立派だったね」と、父は

32 年間同居した長男夫婦や孫 3人をよく見てい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

て、間接的に私の子育てに苦言を呈していたよう

に思う。 

 

本稿を書くため、やむを得ず、父の遺した少年

時代の日記を読み、幼・少・青年期を過ごした大

正時代（大正元年＝辰雄7歳、大正10年＝17歳、

大正 15 年＝22歳）というものを想像する。移動

の手段は電車と徒歩しかなく、空は限りなく澄ん

でいた。辰雄は５歳で父を失ったから、教員とし

てよく働く母、父代わりの二人の兄とともに育つ。

兄に憧れ、兄のなすことすべてを模範とする少年

がそこにいた。 

大正 8 年、15 歳の辰雄の日記には、よく本の

ことが出てくる。その 1節。 

 

「夜に米国のサーストンといふ人が書いたの

を碧川紅雨といふ人の譯した『少年僧正』をひも

といた。読むのは 2度目である。実に良書である。

クリスト教に関係がある。この書を読んで、ある

何物かを得た。ちょっと言へないが心にはよく沁

み込んでゐる。良書を読みこんで、ある感に打た

れた時ほど気持ちの良いものはない。心の中に新

しき清き種を蒔いたような気がする。こういふ本

を読む毎に、我が友の、くだらない小説などを読

んでよろこんでゐる者に読ませたいと思ふ。…」 

 

また、どういう人間になりたいか常に模索した。 

 

「友達と遊び戯れるときに、軽薄な言葉を吐い

たり、挙動に表はしたりする様ではだめだ。人格

はそこから崩れ出す。いつでもその調子になって

行くのである。すると次第に性となって、ふわふ

わした人間が出来るのである。ふわふわしたのは

男児には大禁物である。真面目に後の事を考えろ。

かるはずみに言を吐くな。気をつけて言へ。気を

付けることが一度でもあるならば、その人は、そ

れだけふわふわから遠かったのである。（所感）」 

 

なるほど、92 歳までの骨太の生涯、すでに 15

歳にして基礎はできていたのだ。 

 

漫画は、大正 8年の日記帖に 15 歳の辰雄が描

いたもの。 

 

 

 





名作の復刊 小池辰雄記念図書室より再版が決まる！ 

世紀の一冊、永遠の

「無者キリスト」 
小池辰雄著  定価 2,000 円(税込) 小池辰雄記念図書室発行 

 

＜生けるまことの神に出会いたいあなたへ＞ 

福音の構造理解は 

この一冊にお任せください。 

CD,インターネットで世界に広がる 

札幌キリスト召団の福音を語る水谷惠信が 

最良の教科書と絶賛する「無者キリスト」。 

導師小池辰雄が水谷惠信に伝えた 

言葉はどのような天国語となって 

迫真の語り口からあふれたか。 

その秘密を知りたい方は 

この本を買って、読書会へぜひどうぞ。 




